
(57)【要約】

【課題】生物学的廃棄物の滅菌のための方法および装置

を提供する。

【解決手段】プロセス始動の間に、作業の間に問題とな

るかもしれない極限条件、即ち、供給液流の最大の可能

な流速および最低の温度をシミュレートする方法で、そ

の作業能力を確証する連続式生物廃棄物滅菌プロセス。

該始動段階では、滅菌される液は能力が確かめられるま

で装置中で循環され、その後、排出流を下水管系に導く

ことができる。本発明に従う装置は、生物廃棄物含有液

の流れ方向において、貯蔵タンクと、一定の液流を送る

ことができる少なくとも一つの供給ポンプと、少なくと

も一つの加熱ユニットと、少なくとも一つの冷却ユニッ

トと、および該生物廃棄物含有液を該加熱ユニットを通

して循環するための循環回路と、並びに接続パイプおよ

びバルブを含む。特別なパイプおよびバルブの配置によ

り、該装置の全ての部材をメンテナンス目的のために滅

菌できることを確証する。

【選択図】図１

JP 2005-504633 A 2005.2.17



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
生 物 学 的 廃 棄 物 の 滅 菌 の た め の プ ロ セ ス の 作 業 能 力 を 確 認 す る 方 法 で あ り 、 該 プ ロ セ ス で
は 、 生 物 廃 棄 物 を 含 有 す る 液 を 特 定 の 温 度 に 特 定 の 時 間 の 間 加 熱 す る 方 法 で あ っ て 、
プ ロ セ ス 始 動 の 間 、 該 生 物 廃 棄 物 を 下 水 管 系 中 に 導 く 前 に 、 該 プ ロ セ ス の 作 業 を 、 生 物 廃
棄 物 含 有 液 の 最 高 に 可 能 な 流 速 お よ び 最 低 の 供 給 温 度 を 使 用 し て 試 験 す る こ と を 特 徴 と す
る 、 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
プ ロ セ ス 始 動 の 間 、 前 記 加 熱 さ れ た 生 物 廃 棄 物 を 冷 却 段 階 を 通 し 供 給 ラ イ ン に 導 き 戻 す こ
と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 記 載 の プ ロ セ ス 。
【 請 求 項 ３ 】
生 物 学 的 廃 棄 物 の 連 続 式 滅 菌 の た め の 装 置 で あ り 、 そ の 主 ラ イ ン が 、 貯 蔵 タ ン ク （ ２ ０ ）
と 、 少 な く と も 一 つ の 供 給 ポ ン プ （ ３ １ ） と 、 少 な く と も 一 つ の 加 熱 ユ ニ ッ ト （ ３ ０ ） と
、 該 加 熱 ユ ニ ッ ト ま た は 加 熱 ユ ニ ッ ト 群 の 下 流 に 配 置 さ れ た 滅 菌 ゾ ー ン （ ３ ２ ） と 、 お よ
び 生 物 廃 棄 物 含 有 液 を 該 滅 菌 ゾ ー ン の 終 端 か ら 加 熱 ユ ニ ッ ト （ ３ ０ ） の 開 始 端 へ 循 環 す る
た め の 回 路 と 、 並 び に 適 当 な 接 続 パ イ プ お よ び バ ル ブ を 含 む 装 置 で あ っ て 、
該 装 置 は 該 供 給 ポ ン プ （ ３ １ ） の 最 高 の 流 速 を 制 限 す る た め の 手 段 を 含 み 、 該 滅 菌 ゾ ー ン
（ ３ ２ ） に は 少 な く と も 一 つ の 温 度 測 定 器 が 設 け ら れ 、 そ し て 該 回 路 は 冷 却 ユ ニ ッ ト （ ５
０ ） を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 装 置
【 請 求 項 ４ 】
前 記 供 給 ポ ン プ （ ３ １ ） は 置 換 ポ ン プ で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 滅 菌 ゾ ー ン （ ３ ２ ） の 下 流 に 、 少 な く と も 二 つ の 直 列 バ ル ブ （ １ ４ 、 １ ５ ） が 連 続 し
て 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ ま た は ４ に 記 載 の 滅 菌 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 直 列 バ ル ブ （ １ ４ 、 １ ５ ） の 間 に 圧 力 測 定 器 を 含 む 、 請 求 項 ７ 記 載 の 滅 菌 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 循 環 回 路 が 前 記 主 ラ イ ン の 少 な く と も 二 つ の 連 続 し た 直 列 バ ル ブ （ １ ４ 、 １ ５ ） に 関
連 し て 該 主 ラ イ ン か ら 分 岐 し 、 該 一 連 の バ ル ブ の 第 一 バ ル ブ （ １ ４ ） の 前 で 第 一 並 列 バ ル
ブ （ ５ ３ ） が 設 け ら れ た 内 側 分 岐 路 が 該 循 環 回 路 に 接 続 し 、 そ し て 該 内 側 分 岐 路 に 加 え て
、 第 二 並 列 バ ル ブ （ ５ ４ ） が 設 け ら れ た 外 側 分 岐 路 が 該 一 連 の バ ル ブ の 第 一 バ ル ブ （ １ ４
） と 第 二 バ ル ブ （ １ ５ ） と の 間 の 主 ラ イ ン か ら 分 岐 し 、 そ れ に よ り 前 記 分 岐 が 前 記 並 列 バ
ル ブ （ ５ ３ 、 ５ ４ ） の 後 方 で 一 緒 に 結 合 し 、 そ の 後 結 合 し た パ イ プ ラ イ ン が 回 路 冷 却 ユ ニ
ッ ト （ ５ ０ ） に 通 じ る よ う に 分 岐 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ７ 記 載 の 滅 菌 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
排 出 冷 却 ユ ニ ッ ト （ ４ ０ ） を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ４ な い し ９ の う ち の い ず れ か
一 項 に 記 載 の 滅 菌 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 生 物 学 的 廃 棄 物 の た め の 連 続 式 滅 菌 プ ロ セ ス 、 お よ び 該 プ ロ セ ス を 適 用 す る た め
の 装 置 で あ っ て 、 そ の 主 ラ イ ン が 、 生 物 廃 棄 物 含 有 液 の 流 れ 方 向 に お い て 、 貯 蔵 タ ン ク と
、 少 な く と も 一 つ の 供 給 ポ ン プ と 、 少 な く と も 一 つ の 加 熱 ユ ニ ッ ト と 、 少 な く と も 一 つ の
冷 却 ユ ニ ッ ト と 、 お よ び 該 生 物 廃 棄 物 含 有 液 を 該 加 熱 ユ ニ ッ ト を 通 し て 循 環 す る た め の 循
環 回 路 と 、 並 び に 適 当 な パ イ プ お よ び バ ル ブ と を 含 む 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
生 物 学 的 廃 棄 物 は 、 例 え ば 病 院 、 農 学 ま た は 生 物 学 の 研 究 お よ び 生 産 施 設 、 血 漿 分 画 施 設
等 に お い て 生 成 さ れ る 。 そ の よ う な 施 設 に お い て 生 成 さ れ る 生 物 学 的 廃 棄 物 は 、 こ れ ら の
廃 棄 物 が し ば し ば バ ク テ リ ア 、 ウ イ ル ス 、 病 原 菌 等 の 微 生 物 を 含 み 、 ヒ ト お よ び 動 物 に 有
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害 で あ る の で 、 下 水 管 系 に 直 接 導 く こ と が で き な い 。 下 水 管 系 に 導 く 前 に 、 そ の よ う な 生
物 廃 棄 物 は 、 奪 活 目 的 の た め に 設 計 さ れ た 処 理 プ ラ ン ト に お い て 最 初 に 奪 活 さ れ な れ ば な
ら な い 。 生 物 廃 棄 物 の 処 理 の た め に 、 該 下 水 管 系 に 導 く 前 に 生 物 廃 棄 物 を 滅 菌 す る 様 々 な
処 理 プ ラ ン ト が 設 計 さ れ て い る 。 生 物 廃 棄 物 の 滅 菌 は 、 化 学 的 に ま た は 熱 に よ り 行 う こ と
が で き る 。 該 処 理 プ ラ ン ト は 、 連 続 式 に ま た は バ ッ チ 式 に 作 業 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
独 国 特 許 発 明 第 ４ ０ １ ６ １ １ ６ 号 公 報 で は 、 バ ク テ リ ア 、 ウ イ ル ス 、 病 原 菌 等 の よ う な 微
生 物 を 含 む 廃 棄 物 水 の 連 続 式 精 製 の た め の プ ロ セ ス が 開 示 さ れ て い る 。 該 プ ロ セ ス に お い
て 、 該 廃 棄 物 水 は 熱 交 換 器 お よ び ／ ま た は 直 接 噴 射 さ れ た 熱 蒸 気 に よ り 殺 菌 温 度 に 加 熱 さ
れ 、 そ の 後 に 該 廃 棄 物 水 は 一 時 停 止 回 路 、 例 え ば 加 圧 さ れ た 容 器 に 導 か れ る 。 該 一 時 停 止
回 路 中 で 、 該 廃 棄 物 水 は 該 殺 菌 温 度 で 所 定 の 時 間 の 間 保 持 さ れ る 。 滞 留 時 間 は 、 イ ン ジ ケ
ー タ を 該 廃 棄 物 水 中 に 規 則 正 し い 間 隔 、 例 え ば ５ 分 毎 に ５ 秒 間 注 入 し 、 そ し て こ の イ ン ジ
ケ ー タ の 存 在 を 該 一 時 停 止 回 路 の 出 口 で 測 定 す る こ と に よ り 測 定 さ れ る 。 イ ン ジ ケ ー タ 注
入 と 検 出 と の 間 の 時 間 差 は 実 際 の 滞 留 時 間 を 表 し 、 該 滞 留 時 間 の 設 定 と 比 較 す る こ と が で
き る 。
【 特 許 文 献 １ 】
独 国 特 許 発 明 第 ４ ０ １ ６ １ １ ６ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
ジ ャ ー ナ ル ： Pharmaceutical Engineering、 ２ ０ ０ １ 年 ５ 月 ／ ６ 月 、 ７ ０ な い し ８ ２ 頁 に
お い て 、 生 物 廃 棄 物 の 処 理 の た め の 施 設 に 関 連 す る カ ー ル Ｊ ． カ ー ル ソ ン に よ る 文 献 “ Bi
owaste Systems” が 発 行 さ れ て い る 。 該 文 献 は 、 異 な る 種 類 の 生 物 廃 棄 物 処 理 施 設 並 び に
容 積 決 定 の 原 理 お よ び そ れ に 関 す る 問 題 を 扱 う 。
該 文 献 に よ れ ば 、 典 型 的 な 熱 に よ る 連 続 式 生 物 廃 棄 物 滅 菌 装 置 は 、 固 形 物 質 の た め の 分 離
ユ ニ ッ ト と 、 貯 蔵 タ ン ク と 、 加 熱 ユ ニ ッ ト と 、 お よ び 一 時 停 止 回 路 と 、 並 び に 生 物 廃 棄 物
を 該 加 熱 ユ ニ ッ ト お よ び 該 一 時 停 止 回 路 を 通 し て 循 環 す る た め の 循 環 回 路 と を 含 む 。 該 文
献 に よ れ ば 、 典 型 的 な 連 続 式 装 置 は 以 下 の 工 程 を 含 む ： 生 物 廃 棄 物 が 熱 交 換 器 中 お よ び 一
時 停 止 回 路 中 で 前 記 微 生 物 が 死 亡 す る に 十 分 な 温 度 に 到 達 す る ま で 循 環 さ れ る 加 熱 段 階 。
こ れ は 、 該 生 物 廃 棄 物 が 該 熱 交 換 器 の 全 長 に 渡 っ て 要 求 さ れ る 温 度 に 達 し た と き 、 作 業 段
階 に 続 く 。 そ れ に よ り 、 処 理 さ れ た 生 物 廃 棄 物 は 、 冷 却 設 備 を 通 っ て 下 水 管 系 に 導 か れ る
。 一 つ ま た は 幾 つ か の 滅 菌 パ ラ メ ー タ （ 一 時 停 止 回 路 中 の 温 度 、 圧 力 等 ） が 所 定 値 か ら 外
れ 、 従 っ て 該 生 物 廃 棄 物 が 不 十 分 に 滅 菌 さ れ る 場 合 、 該 プ ロ セ ス は 保 持 段 階 に 入 り 、 該 生
物 廃 棄 物 は 該 加 熱 ユ ニ ッ ト お よ び 該 一 時 停 止 回 路 を 通 し て 問 題 と な る パ ラ メ ー タ ま た は パ
ラ メ ー タ 群 が 再 び 与 え ら れ た 範 囲 内 に な る ま で 循 環 さ れ る 。 警 戒 状 態 の 場 合 、 該 装 置 は 冷
却 モ ー ド に 入 り 、 該 加 熱 ユ ニ ッ ト の 作 業 が 停 止 さ れ 、 そ し て 該 装 置 が 再 び 作 業 状 態 に な る
ま で 、 該 生 物 廃 棄 物 は ポ ン プ 供 給 ラ イ ン に 再 循 環 し 戻 さ れ る 。 該 文 献 に よ れ ば 、 該 貯 蔵 タ
ン ク か ら 下 流 の 部 分 の 蒸 気 滅 菌 の た め の 設 備 、 並 び に 活 性 な 生 物 廃 棄 物 の 冷 却 回 路 へ の 移
送 を 防 止 す る た め の 設 備 が 設 け ら れ る べ き で あ る 。 加 え て 、 該 貯 蔵 タ ン ク 、 該 パ イ プ 、
逃 が し フ ィ ル タ 等 の 蒸 気 滅 菌 器 が 該 装 置 中 に 設 け ら れ る べ き で あ る 。
【 非 特 許 文 献 １ 】
Carl J. Carlson, "Biowaste Systems", Pharmaceutical Engineering, May/June 2001, 
page 70-82
【 発 明 の 開 示 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は 、 請 求 項 １ お よ び ３ の 特 徴 付 け 部 分 に お い て 表 さ れ た 特 色 に よ り 特 徴 付 け ら れ る
。
【 ０ ０ ０ ６ 】
生 物 廃 棄 物 の た め の 本 発 明 の 熱 滅 菌 プ ロ セ ス の 始 動 段 階 で は 、 そ の 能 力 の 上 限 で の 条 件 、
即 ち “ 最 悪 の 場 合 の ” 条 件 が 使 用 さ れ る 。 そ れ に よ り 、 液 は 加 熱 ユ ニ ッ ト を 通 し 最 高 の 流
速 で 導 か れ 、 該 液 は 引 き 続 い て 、 供 給 流 の 最 低 の 規 定 温 度 に 相 当 す る 水 準 ま で 冷 却 さ れ る
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。 十 分 な 滅 菌 能 力 が こ れ ら の 極 限 条 件 下 で 達 成 さ れ て い る と き 、 換 言 す れ ば 、 滅 菌 ゾ ー ン
中 の 温 度 が 問 題 の 流 速 で 要 求 さ れ る 滞 留 時 間 に 対 応 す る よ う な 高 水 準 で 維 持 で き る と き 、
該 プ ロ セ ス は 作 業 の 間 に 生 じ る 全 て の 条 件 下 で 高 い 信 頼 性 を も っ て 作 業 す る 。 好 ま し く は
、 本 発 明 は さ ら に 、 始 動 の 間 お よ び 例 外 的 な 状 態 に お い て 特 に 重 要 で あ る と こ ろ の 、 そ れ
ら バ ル ブ の 締 ま り 具 合 を 確 証 し 、 ま た 所 要 に よ り 、 全 バ ル ブ 系 を メ ン テ ナ ン ス 処 置 の た め
に 滅 菌 で き る 設 備 を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 に 従 う プ ロ セ ス で は 、 そ れ 故 、 始 動 の 間 に 、 ポ ン プ の 最 大 能 力 で 、 液 流 が 前 記 加 熱
ユ ニ ッ ト を 通 し て 導 か れ 、 該 液 流 の 温 度 が 帰 路 中 で 作 業 の 間 の 貯 蔵 タ ン ク 中 の 水 の 最 低 の
温 度 に 相 当 す る 水 準 ま で 下 げ ら た 場 合 の 該 プ ロ セ ス の 作 業 能 力 を 確 証 す る 。 加 熱 段 階 に 続
く 滅 菌 段 階 は 、 少 な く と も 出 口 端 部 で の 温 度 の 測 定 を 含 む 。 滅 菌 ゾ ー ン 中 で の 液 の 滞 留 時
間 が 上 記 条 件 下 で 十 分 で あ る こ と が 見 出 さ れ て い る と き 、 該 プ ロ セ ス の 作 業 能 力 が 供 給 物
に 生 じ る 変 動 と 独 立 に 維 持 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 に 従 う 装 置 に は 、 始 動 の 間 に 滅 菌 能 力 を 最 大 負 荷 で 確 認 す る た め の 手 段 が 設 け ら れ
て い る 。 該 装 置 の 能 力 を 確 認 す る た め に 、 最 低 の 水 温 お よ び 最 大 の 可 能 な 液 流 が 使 用 さ れ
る 。 該 試 験 が 前 記 最 悪 の 場 合 を 実 際 に 表 す こ と を 確 証 す る た め に 、 該 最 大 の 液 流 は 、 実 際
の 作 業 の 間 に 該 試 験 に お い て 使 用 さ れ た 液 流 を 越 え る こ と が で き な い よ う 制 限 さ れ な け れ
ば な ら な い 。 好 ま し く は 、 こ れ は 、 吸 込 端 部 お よ び 排 出 端 部 で の 圧 力 と 独 立 し て 、 一 定 な
速 度 の 回 転 （ 使 用 さ れ る 電 気 モ ー タ ー に よ り 決 定 さ れ る ） で 常 に 一 定 の 液 流 を 送 る 容 量 移
送 式 ポ ン プ を 使 用 し て 達 成 さ れ る 。 渦 巻 ポ ン プ が 使 用 さ れ る と き 、 最 大 の 液 流 は 、 吸 込 圧
お よ び 排 出 圧 に つ い て の 標 準 値 を 設 定 し 、 そ し て こ れ ら の 値 を 制 御 系 に お い て 監 視 す る こ
と に よ り 制 限 さ れ る 。 典 型 的 に 、 供 給 源 と し て 働 く 緩 衝 タ ン ク は 大 気 圧 で あ る の で 、 吸 込
側 圧 力 は 本 質 的 に 一 定 で あ る 。 放 出 背 圧 は 所 望 の 最 高 の 流 速 に 相 当 す る 最 小 の 水 準 に 設 定
さ れ 、 そ し て 該 圧 力 は 圧 力 セ ン サ に よ り 監 視 さ れ る 。
前 記 帰 路 中 の 液 を 前 記 供 給 物 の 最 低 温 度 に 相 当 す る 温 度 に す る た め に 、 熱 交 換 器 お よ び 適
当 な 温 度 セ ン サ が 該 帰 路 中 に 設 け ら れ る 。 該 熱 交 換 器 は 対 応 し て 寸 法 決 定 さ れ 、 そ し て 冷
却 液 流 お よ び 温 度 に つ い て の 最 小 限 度 は 、 前 記 制 御 系 に お い て 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 に 従 う 滅 菌 装 置 は 、 特 定 の 最 高 の 流 速 を 可 能 に す る ポ ン プ 、 好 ま し く は 置 換 ポ ン プ
を 含 み 、 そ れ に よ り 滅 菌 さ れ る 液 体 は 加 熱 ユ ニ ッ ト を 通 し 一 定 の 速 度 で 導 か れ る 。 該 加 熱
ユ ニ ッ ト に 続 き 、 少 な く と も 出 口 端 部 で 温 度 測 定 器 が 設 け ら れ た 滅 菌 ゾ ー ン が 配 置 さ れ て
い る 。 該 ポ ン プ の 能 力 は 一 定 に 保 つ こ と が で き る の で 、 該 滅 菌 ゾ ー ン 中 で の 滞 留 時 間 が 所
望 の 滅 菌 水 準 を 達 成 す る に 十 分 と な る こ と を 確 証 で き る 。 該 滞 留 時 間 が 不 十 分 な 場 合 、 該
滅 菌 ゾ ー ン を 去 る 液 流 は 、 前 記 帰 路 を 通 し 前 記 加 熱 ユ ニ ッ ト の 入 口 に 導 き 戻 さ れ る 。 該 温
度 測 定 器 は 該 加 熱 ユ ニ ッ ト か ら 下 流 に 配 置 さ れ て い る の で 、 該 滞 留 時 間 が 十 分 と な る こ と
を 確 証 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
前 記 帰 路 に は 冷 却 設 備 が 設 け ら れ る 。 該 帰 路 が 前 記 貯 蔵 タ ン ク 中 の 液 体 中 で 生 じ る 最 低 温
度 ま で 本 質 的 に 冷 却 さ れ る 場 合 、 前 記 加 熱 ユ ニ ッ ト の 流 入 液 流 の 温 度 は 該 加 熱 手 段 に よ り
要 求 さ れ る 最 低 水 準 よ り 低 く な い こ と を 確 か め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
好 ま し く は 、 本 発 明 に 従 う 装 置 は 、 前 記 滅 菌 ゾ ー ン の 後 方 に 配 置 さ れ た 直 列 バ ル ブ の 配 置
を 含 み 、 該 バ ル ブ 配 置 に よ り 、 該 滅 菌 ゾ ー ン を 通 過 し た 不 十 分 に 滅 菌 さ れ た 液 が 、 分 配 弁
で の 漏 れ が 存 在 す る と き で さ え 、 該 装 置 の 外 に 流 れ る こ と が で き な い こ と を 確 証 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 の 有 利 な 態 様 を 、 付 属 す る 図 面 を 参 照 し て 以 下 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
前 記 図 面 は 、 本 発 明 に 従 う 生 物 廃 棄 物 処 理 装 置 を 表 す 。 生 物 廃 棄 物 含 有 液 の 流 れ 方 向 に お
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け る 該 処 理 装 置 の 主 ラ イ ン に 設 け ら れ た 主 な 構 成 要 素 は 、 貯 蔵 タ ン ク ２ ０ と 、 加 熱 ユ ニ ッ
ト ３ ０ と 、 お よ び 排 出 冷 却 ユ ニ ッ ト ４ ０ で あ る 。 加 え て 、 該 処 理 装 置 は 、 循 環 冷 却 ユ ニ ッ
ト ５ ０ が 設 け ら れ 、 か つ 該 主 ラ イ ン に 接 続 さ れ た 循 環 回 路 を 含 み 、 該 循 環 回 路 に よ り 該 生
物 廃 棄 物 含 有 液 が 加 熱 ユ ニ ッ ト ３ ０ を 通 し て 循 環 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
好 ま し く は 、 前 記 生 物 廃 棄 物 水 は 、 図 示 さ れ て い な い 固 形 物 質 分 離 ユ ニ ッ ト を 通 し て 貯 蔵
タ ン ク 中 に 導 か れ る 。 貯 蔵 タ ン ク ２ ０ に は ミ キ サ ー ２ １ お よ び そ れ に 接 続 さ れ た 駆 動 モ ー
タ ー ２ ２ が 設 け ら れ 、 そ れ ら に よ り 貯 蔵 タ ン ク ２ ０ 中 の 生 物 廃 棄 物 水 は 混 合 さ れ て 、 貯 蔵
タ ン ク ２ ０ 中 で の 沈 降 を 防 止 す る 。 貯 蔵 タ ン ク ２ ０ に は ま た 水 位 測 定 器 Ｌ が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
貯 蔵 タ ン ク ２ ０ か ら 、 前 記 生 物 廃 棄 物 水 は 、 前 記 主 ラ イ ン の 入 口 バ ル ブ １ ３ を 通 し 一 定 の
能 力 の 供 給 ポ ン プ ３ １ に よ り 加 熱 ユ ニ ッ ト ３ ０ 中 に 導 か れ る 。 こ の 態 様 で は 、 加 熱 ユ ニ ッ
ト ３ ０ は 熱 交 換 器 か ら な り 、 そ こ で は 蒸 気 が 熱 源 と し て 使 用 さ れ る 。 該 加 熱 ユ ニ ッ ト の 後
方 に は 、 滅 菌 ゾ ー ン ３ ２ が 配 置 さ れ 、 そ こ に は 二 つ の 温 度 測 定 器 Ｔ １ お よ び Ｔ ２ が 設 け ら
れ る 。 出 口 端 部 の 測 定 器 Ｔ ２ は 、 そ の 点 で 最 低 温 度 が 生 じ る の で 必 須 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
連 続 作 業 で は 、 滅 菌 お よ び 奪 活 さ れ た 生 物 廃 棄 物 水 が 加 熱 ユ ニ ッ ト ３ ０ か ら 排 出 冷 却 ユ ニ
ッ ト ４ ０ へ と 、 隔 壁 部 を 形 成 す る バ ル ブ 群 １ ４ お よ び １ ５ を 介 し て 導 か れ る 。 排 出 冷 却 ユ
ニ ッ ト ４ ０ か ら 、 該 奪 活 さ れ た 生 物 廃 棄 物 水 が 主 ラ イ ン の 排 出 バ ル ブ １ ７ を 通 し 下 水 管 系
に 点 Ａ ２ で 導 か れ る 。 こ の 態 様 で は 、 排 出 冷 却 ユ ニ ッ ト ４ ０ は 、 冷 却 媒 体 と し て 水 を 使 用
す る 熱 交 換 器 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
前 記 処 理 装 置 の 上 記 し た 主 ラ イ ン に 加 え て 、 該 装 置 は 、 滅 菌 ゾ ー ン ３ ２ と 排 出 冷 却 ユ ニ ッ
ト ４ ０ と の 間 の 主 ラ イ ン の 隔 壁 部 で 始 ま り 、 そ し て 供 給 ポ ン プ ３ １ の 吸 込 流 入 口 で 終 わ る
帰 路 を 含 む 。 該 主 ラ イ ン の 隔 壁 部 の 第 一 バ ル ブ １ ４ の 前 で 、 第 一 分 岐 路 が 第 一 並 列 入 口 バ
ル ブ ５ ３ へ と 配 置 さ れ 、 そ し て 該 主 ラ イ ン の 障 壁 部 の 第 一 バ ル ブ １ ４ と 第 二 バ ル ブ １ ５ と
の 間 で 、 第 二 外 側 分 岐 路 が 第 二 並 列 入 口 バ ル ブ ５ ４ へ と 配 置 さ れ る 。 該 主 ラ イ ン の 直 列 バ
ル ブ １ ４ お よ び １ ５ 並 び に 該 循 環 回 路 の 前 記 並 列 バ ル ブ ５ ３ 、 ５ ４ が 一 緒 に な っ て 隔 壁 部
を 形 成 す る 。 前 記 並 列 バ ル ブ ５ ３ 、 ５ ４ の 後 方 で 、 前 記 内 側 分 岐 路 お よ び 前 記 外 側 分 岐 路
が 一 緒 に 結 合 さ れ 、 そ の 後 、 該 循 環 回 路 の 結 合 さ れ た ラ イ ン が 該 循 環 回 路 中 に 設 け ら れ た
回 路 冷 却 ユ ニ ッ ト ５ ０ に 通 じ る 。 回 路 冷 却 ユ ニ ッ ト ５ ０ の 後 方 で 、 該 循 環 回 路 は 回 路 排 出
バ ル ブ ５ ５ を 介 し て 、 主 ラ イ ン の 入 口 バ ル ブ １ ３ と 主 ラ イ ン の 供 給 ポ ン プ ３ １ と の 間 の 点
へ と 閉 じ ら れ て い る 。 第 一 直 列 バ ル ブ １ ４ の 締 ま り 具 合 は 、 第 一 直 列 バ ル ブ １ ４ と 第 二 直
列 バ ル ブ １ ５ と の 間 の 該 ラ イ ン に 繋 が れ た 圧 力 測 定 器 Ｐ に よ り 制 御 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
前 記 主 ラ イ ン の 直 列 バ ル ブ １ ４ 、 １ ５ お よ び 前 記 循 環 回 路 の 前 記 二 つ の 並 列 分 岐 路 に よ
り 、 排 出 冷 却 ユ ニ ッ ト ４ ０ お よ び 引 き 続 く ゾ ー ン が あ ら ゆ る 条 件 下 で 汚 染 さ れ な い こ と を
確 証 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
冷 却 ユ ニ ッ ト ４ ０ 、 ５ ０ 中 で 必 要 と さ れ る 冷 却 水 は 、 回 路 冷 却 ユ ニ ッ ト ５ ０ 中 に 冷 却 水 入
口 バ ル ブ ５ １ を 通 し 点 Ｄ １ で も た ら さ れ る 。 回 路 冷 却 ユ ニ ッ ト ５ ０ 中 で 循 環 さ れ た 冷 却 水
は さ ら に 排 出 冷 却 ユ ニ ッ ト ４ ０ に 導 か れ る 。 排 出 冷 却 ユ ニ ッ ト ４ ０ 中 で 循 環 さ れ た 冷 却 水
は 、 冷 却 水 排 出 バ ル ブ ５ ２ を 通 し 点 Ｄ ２ で 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
加 熱 ユ ニ ッ ト ３ ０ で 必 要 と さ れ る 蒸 気 は 、 点 Ｅ １ か ら 第 一 主 蒸 気 ラ イ ン 入 口 バ ル ブ ７ １ お
よ び 第 二 入 口 バ ル ブ ７ ２ を 通 し 加 熱 ユ ニ ッ ト ３ ０ 中 に 供 給 さ れ る 。 加 熱 ユ ニ ッ ト ３ ０ 中 で
形 成 さ れ た 凝 集 物 は 点 Ｅ ２ で 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
前 記 装 置 の 始 動 は 、 制 御 系 に よ り 成 さ れ る 自 己 試 験 に よ り 行 わ れ る 。 そ の 後 、 生 物 廃 棄 物
は タ ン ク ２ ０ 中 に 供 給 さ れ 、 そ し て 該 生 物 廃 棄 物 の 循 環 が 加 熱 ユ ニ ッ ト ３ ０ 中 、 一 定 速 度
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で 該 回 路 に よ り 、 加 熱 ユ ニ ッ ト ３ ０ の 温 度 を 所 望 の 水 準 ま で 上 昇 さ せ て 開 始 さ れ る 。 該 循
環 水 は 循 環 冷 却 ユ ニ ッ ト ５ ０ 中 で 本 質 的 に 前 記 貯 蔵 タ ン ク 中 の 水 の 最 低 温 度 に 相 当 す る 水
準 ま で 冷 却 さ れ る 。 こ の よ う に し て 、 該 加 熱 ユ ニ ッ ト の 負 荷 が 連 続 式 プ ロ セ ス の 開 始 時 に
そ の 能 力 を 超 え な い こ と を 確 証 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
上 記 し た 始 動 段 階 で は 、 バ ル ブ １ ４ の 保 全 性 も ま た 圧 力 測 定 器 Ｐ に よ り 試 験 さ れ る 。 圧 力
上 昇 が 圧 力 測 定 器 Ｐ に よ り 見 出 さ れ な い 場 合 、 バ ル ブ １ ４ は 所 望 の 状 態 で 作 業 す る 。 該 バ
ル ブ の 不 完 全 な 締 ま り 具 合 の 結 果 と し て 、 圧 力 上 昇 が 生 じ る 場 合 、 前 記 液 流 を 前 記 外 側 分
岐 路 お よ び バ ル ブ ５ ３ を 通 し て さ ら に 帰 路 中 に 安 全 に 導 く こ と が 可 能 で あ る 。 そ れ に よ り
、 バ ル ブ １ ４ 、 １ ５ 、 ５ ３ 、 ５ ４ は 、 メ ン テ ナ ン ス の た め に 、 全 回 路 の 温 度 を 十 分 な 水 準
に 十 分 な 時 間 の 間 上 昇 さ せ る こ と に よ り 滅 菌 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
前 記 滅 菌 ゾ ー ン の 出 口 端 部 の 温 度 の 測 定 が 該 滅 菌 ゾ ー ン 中 の 温 度 が 前 記 一 定 流 速 に 関 し て
十 分 な 水 準 で 維 持 さ れ て い る こ と を 表 す と き 、 前 記 回 路 は 閉 鎖 バ ル ブ ５ ３ お よ び 開 放 バ ル
ブ １ ４ に よ り 中 断 す る こ と が で き 、 そ し て 奪 活 さ れ た 生 物 廃 棄 物 水 を 排 出 冷 却 手 段 ４ ０ を
通 し て 前 記 下 水 管 系 に 点 Ａ ２ で 導 く こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
好 ま し く は 、 前 記 図 面 で 図 示 さ れ る 滅 菌 装 置 は 、 制 御 系 ま た は コ ン ピ ュ ー タ に よ り 制 御 さ
れ る 。 該 図 面 で 図 示 さ れ る 全 て の 構 成 要 素 の 状 態 お よ び 作 業 に つ い て の 情 報 が 該 制 御 系 に
供 給 さ れ 、 そ し て こ の 情 報 に 基 づ い て 、 該 構 成 要 素 の 並 び に 該 装 置 全 体 の 状 態 を デ ィ ス プ
レ イ 上 に 表 す こ と が で き る 。 該 図 面 中 で は 、 本 発 明 を 理 解 す る た め に 必 要 な 構 成 要 素 の み
が 表 さ れ て お り 、 そ し て 全 て の 他 の 構 成 要 素 、 例 え ば 様 々 な 測 定 に 関 係 す る も の は 除 か れ
て い る 。
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